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序文

2005年は本学における再開発がスタートしてほぼ11年目となる。この間、数多くの地区において校

舎建設に伴い大規模な発掘調査や数多くの立会調査を実施してきた。校舎の改築とライフラインの再

整備は大学の直面する喫緊の課題であるが、榊内にある埋蔵文化財の配慮を欠いてはならない。とく

に今回PFI事業による校舎改修や設備整備を行った黒髪南地区は、大宰府へ繋がる古代宮道の通過す

る重要な拠点にあたり、古代豪族建部公の居住地や古代駅制の駅家の「蚕養」駅の推定地として注目

されている。本地区では、これまで埋蔵文化財調査室が行った既往の調査で、これに関連する道路跡

や建物ｶﾋがすでに発見されており、これらに出仕した下級官吏層の住居と思われる竪穴住居のｶﾋも多

数検出されている。

今回実施した発掘調査や立会調査の規模は決して大きいとは言えないが、各調査において、古代を

中心とした遺構群や遺物群が検出され、本地域の特性がさらに浮彫にされたといえる。この調査成果

は今後古代官簡の建物群の配置やその周辺景観を探る上で貴重な基礎情報となるであろう。

本書は本事業に伴って3年間にわたって実施した調査の成果を広く公開し、一般市民の方に埋蔵文

化財に対する理解を深めてもらうとともに、学術研究資料としての利用を図るものである。

本学の再開発は継続中であるが、今後も文化財の保護と普及啓蒙に努力していきたい。この間、調

査にご協力を惜しまれなかった熊本市教育委員会、熊本県教育庁および周辺市町村の文化財ご担当各

位に感謝申し上げます。

平成22年3月31日

熊本大学埋蔵文化財調査委員会

委員長 伊藤重剛
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図100513理①調査地点出土遺物実測図1(1/4)
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10.(黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業に伴う発掘調査

(0612理④調査地点）

（1）調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本件は、平成17年から3年間にわたり実施された工学部他校舎改修施設整備事業の一つであり、理

学部1号館の北部から東部をめぐり南側と連接して排水管を配管する工事である。この理学部1号館

と理学部2号館の間の中庭東寄りには自然科学研究科理学部研究棟(9810調査地点）があり、この工

事に先立ち行った発掘調査では、古代の竪穴住居杜や溝、近世の溝などの良好な遺構群が検出されて

おり、この地点も遺構の残りが良いことが予想された。このため、2006年12月15日に実施した立会調

査を皮切りに、遺構の残り具合が良好なため、発掘調査に切り替え、翌年の1月9日に調査が終了す

るまで、数回の立会調査と発掘調査を実施した。

b.調査の経過

2006年12月15日

2006年12月18日

2006年12月20日

2006年12月22日

2007年1月4日

2007年1月9日

建物南側(1区）の配管部を立ち会ったところ、包含屑が確認できたため、発掘

調査に切り替えた。

建物東側2区の発掘調査を行う。

建物南側3区の立会調査を行う。

建物南側3．4区の発掘調査を開始。

建物北側（5～7区）を発掘調査する。

写真撮影を行い、調査を終了する。

c.調査の組織

調査貝：小畑弘己

事務担当：前田知聖

発掘作業員：押方富江・白石美智子・溜測俊子・前田日出男・松井昭子・松永一代・松本和徳・

三好栄太郎・森川征子・森川護・森田登・田上次敏・田上利子

整理作業員：小山正子・古賀敬子・狐水直子・末吉美紀・溜測俊子・長谷智子

（2）調査区の基本層序

本調査地点は建物南側の既設配管の多い部分では良好な土層を確認できなかった。しかし、隣接す

る自然科学研究科理学部研究棟(9810調査地点）での基本土層と変化はない。ただし、建物北側は地

形が高くなっており、アスファルト10cm，バラス層40～60cmの下は黒褐色の古代遺物包含層がかろ

うじて確認できるほど削平されていた。この層も5cmほどで、掘り下げるとこの一帯の遺構検出面

である黒～暗褐色土となる。遺構はこの面で確認した（図24参照)。

（3）検出遺構

本調査区では、古代の竪穴住居its基と減1条、中世の土坑（溝？）1基、近世の溝1条を検出し

た。4区においては遺構の切り合いが激しく、しかも旧配管などがあり、調査区も狭く、遺構の前後

関係を明確につかむことはできなかった。とくに21号竪穴住居ｶﾋと23号竪穴住居杜、30号溝、43号土
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